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This paper presents acoustic factors required for music practice rooms. The measurement of practice rooms 
in Hosei University captured acoustic property of the practice rooms. In addition, the subjective experiment in 
real sound field revealed relation of the sense of performance and the acoustic parameters. 
Key Words : Acoustics, practice room, real sound field, parameter, Reverberation Time, Support 
 
１． はじめに 
音楽練習室(以下，練習室)において演奏者が「思った
ように自分の音が聴こえない」と嘆くことは尐なくない．
この原因として練習室の設計の際，吸音を重視しデッド
な音場を意図的につくっていることがあげられる．また，
遮音の研究は多くなされているものの，練習室に適した
音響特性に関する研究が尐なく，演奏者の意思が設計に
反映されていないことも原因の一つだと言える[1]．そこ
で，実測により当法政大学に付置されている練習室の音
響特性を捉え，実音場での被験者実験により演奏感と音
響特性の関係を明らかにすることを本研究の目的とした． 
これまでに練習室を評価するための音響指標は提案さ
れていないが，ステージ上の演奏しやすさを研究する際
に用いられている指標は話声を対象としたものも包含し
ており，幅広い種類の音場を捉えることが可能なため，
それらを分析に採用した．その中から練習室の音響特性
を反映し，演奏感に影響を与える音響要素を表すものを
選別した． 
 
２． 対象練習室 
（１）練習室の種類 
本研究で扱うのは，交響楽団が個人練習およびパート
練習で利用する練習室である．練習室には他に，合奏用
の練習室やホールに付設され本番前に利用されるリハー
サル室の様な大型のものがあり，おおよそこの二種類に
分けることができる．交響楽団の団員へのインタビュー
から得た，それぞれの役割の簡単な表を以下に記す． 
 
表 1 練習室の種類と役割 
個
人
・
パ
ー
ト
練
習
室 
 
・演奏者としての基礎を作るための練習室 
・基本的な技術を磨く 
・曲を弾けるようにする 
・初期の練習はほぼ個人・パート練習 
・本番間近でも利用頻度は高い 
・パート練習はステージと同様の形態で行う 
合
奏
用
・
リ
ハ
室 
 
・合奏の調整を行う練習室 
・実践的な練習を目的とする 
・ステージに近い形態をした室が多い 
・コンサートの２ヶ月ほど前から週一回程度で利用
する 
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（２）対象練習室 
対象は法政大学交響楽団が個人・パート練習の際に利
用する市ヶ谷キャンパスの練習室 5 室である．以下にそ
れぞれの練習室の特徴を記す． 
表 2 対象練習室 
多
目
的
室
１ 
 
多
目
的
室
２ 
 
室容積:512.5 ㎥ 室容積:232.3 ㎥ 
多
目
的
室
３ 
 大
音
楽
練
習
室 
 
室容積:291.8 ㎥ 室容積:426.9 ㎥ 
中
音
楽
練
習
室 
 
室容積:253.6 ㎥ 
 
多目的室 1,2,3(以下，多目的 1,2,3)は矩形に近い形状で，
仕上げも同じである．その内，多目的 1,2 は吸音カーテ
ンとステージが設置されている．大音楽練習室(以下、大
音練)はステージが設置され，更に反射板を持った方向性
のある練習室である．中音楽練習室(以下，中音練)は六
角形の平面を持ち，中央には柱がある．仕上げは大音練
とほぼ同じである．これらを大きく分類すると，矩形と
それ以外，カーテンの有る室と無い室に分けられる． 
 
３． 実測 
（１）インパルス応答測定 
各練習室内の7,8点(計39点)においてインパルス応答
測定を行った(図 1)．使用したシステムは AEIRM(日東紡
音響エンジニアリング)である．演奏者視点の音楽指標
Support(ST)の測定方法(ISO 3382)に則り，無指向性マイ
クを無指向性スピーカから 1m，床から高さ 1.2m の位置
に設置し受音した．出力信号は TSP※信号を用いた． 
※Time Sweep Pulse 
 
図 1 多目的 2 の実測位置 
（２）音響指標分析 
指標分析にはAERAP(日東紡音響エンジニアリング)を
使用した．8 指標[2]の分析を行い，その内 5 指標により
練習室の音場の特徴を捉えることができた．その 5 指標
の説明を以下に記す． 
a）初期減衰時間 EDT(s) 
直接音到来後10dB減衰するまでの時間を 6倍して得ら
れる指標．残響感と対応すると言われている． 
b）残響時間 RT30(s) 
定常状態から 60dB 減衰するまでの時間が残響時間の
定義であるが，それを簡易化し 30dB 減衰するまでの時
間を 2 倍して得た指標である．音響設計の際の指標とし
て用いられる． 
c）Clarity C80(dB) 
音楽を対象とした明瞭度の指標．直接音及び初期反射
音(0~80ms)と中後期反射音(80~∞ms)のエネルギー比で
ある．数値が高いほど明瞭感が得られる． 
 
 
(1) 
 
 
d）Support ST1(dB) [3] 
ステージのための指標．「自分の音の聴こえやすさ」
に着目し，直接音(0~10ms)と初期反射音(20~100ms)の
エネルギー比で表される．数値が大きいほど自分の音が
聴こえやすいと評価される． 
 
 
(2) 
 
 
e）Support ST_Late(dB) 
残響感に対応すると言われている指標．ST1 が初期反
射音に着目しているのに対し，ST_Late は直接音
(0~10ms)と中後期反射音(200~1000ms)のエネルギー比
で表される． 
 
 
                       (3) 
 
 
（３）実測結果と考察 
a）練習室の指標特性 
練習室の特性として，カーテンの有無による影響が特
に表れた(図 2)．カーテンを有する室は EDT, RT30, ST1, 
ST_Late の値が小さく，C80 の値は大きい．周波数によ
る特性も見られ，EDT は 250Hz 以上が明らかに小さく
なっており，RT30 も近い傾向がある．ST1, ST_Late に
ついても右肩下がりであるが，それはカーテンを持たな
C80= 10 log10
∫
∫
0
80ms
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8
h2(t)dt
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∫
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い室も同様である．ただし，カーテンを有する室の方が
その傾きは大きい．これらは，カーテンの吸音特性によ
るものであると考えられる． 
バラつきに着目すると，EDT が多目的 3，大音練，中
音練では全周波数帯域に渡り大きいのに対し，多目的1,2
では，値が小さくなる 250Hz 以上においてバラつきも小
さくなる．吸音をすることによりバラつきを抑えること
ができると考えられる．RT30，C80 は各室共にバラつ
きが小さい．ST1，ST_Late は各室共にバラつきがある
程度見られる．吸音によるバラつきを抑える効果はない
と考えられる． 
b）室内位置による特性 
指標分析により練習室ごとの特性が見られたが，同一
室内でも測定位置によって傾向が見られた．ここでは，
500Hz と 1kHz の平均値について考察する(図 3)．EDT
は室中央付近もしくはステージ付近で値が高くなる傾向
がある．RT30 は位置による差異が尐なく，傾向は見ら
れない．C80 は四隅では高く，中央付近，ステージ上で
は低くなる傾向がある．ST1，ST_Late は中央付近が高
く，四隅では低くなる．  
 また，位置によって 2 指標間の関係にも傾向が見られ
た．中央付近では RT30 の値に対し，ST1 の値が高い傾
向にある．これは壁面からの初期反射音が、ST1 の計算
上の直接音(0~20ms)の定義の中に含まれてしまい、相対
的に初期反射音エネルギーの評価が下がってしまうため
ではないかと考えられる．指標上の問題ではあるが，そ
れが聴感に影響を及ぼす可能性は十分にある． 
 
４． 被験者実験 
（１）実験方法 
被験者は，実測を行った各練習室の 3~4 点(計 17 点)
において個人練習を想定した演奏をし，演奏感に関する
アンケート(1~7 の七段階評価)に答えた． 
（２）被験者 
法政大学交響楽団のヴァイオリン奏者 3 名，フルート
奏者 1 名に協力を得た． 
（３）実験音場の抽出 
まず，全実測位置の 5 指標のデータ(500Hz)を指標ごと
に偏差値化した．次に，偏差値を一定の間隔で区切り，
A～F のランク付けを行った(F< 40 <E< 45 <D< 50 <C< 
55 < B< 60 <A)．その際，それぞれの指標のランクがで
きる限り均等に含まれるよう注意した．その後，各指標
に A もしくは B、E もしくは F が含まれるよう各練習室
から 3～4 点を抽出した． 
（４）実験結果と考察 
a）演奏感の相関 
アンケート項目である演奏感の相関を算出した．「残
響感(長短)」と「残響感(適不適)」，「残響感(長短)」と
「音場の好悪」，「残響感(適不適)」と「音場の好悪」の
間に強い相関が見られた．つまり，練習室における演奏 
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ST1 
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図 2 各練習室の音響指標平均値 
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ST1               ST_Late 
 
図 3 500Hz と 1kHz の平均
 
者の演奏感の適不適の判断は，残響の長さの感覚に大き
く左右される．そして音場の好悪の印象はその両方の影
響を大きく受けると言える． 
b）指標と演奏感 
RT30，ST_Late と「残響感(長短)」「残響感(適不適)」
「音場の好悪」の相関が高い(図 4)．回帰直線からそれぞ
れの「音場の好悪」が評価 7を得る値を算出したところ，
RT30 が 0.76s，ST_Late が-5.8dB であることがわかっ
た． 
一般に EDT が残響感と深く対応し，RT はあくまでも
使いやすさの観点から用いられているという認識に反
した結果となった．これは，本研究が個人練習を想定し
たものであり他者の演奏音がないため，被験者が初期の
減衰だけでなく中後期の反射音まで聴取した上で評価
の判断を下していたことが原因ではないかと思われる． 
また，図 4 において，RT30 が 0.384s の点で演奏感の
評価が下がっていることについて検討した．この点にお
けるRTと他の指標の関係を検証したところST1が極端
に低い点であることがわかった(図 5)．ST1 の低さが影
響している可能性が高い．また特異現象等，音響指標だ
けではわからない音場特性についても今後研究してい
く必要がある． 
c）実験位置と演奏感 
「残響の長さの感覚」「残響の練習室としての適不適」
「音場の好悪」は RT30，ST1，ST_Late で表される減衰
性状に左右されることが明らかになった．しかし，いず
れの指標がそれらの演奏感により対応するのかはわか
らない．そこで，実験位置を室中央付近と四隅に分類し，
演奏感との関係を比較した(図 6)． 
中央付近の演奏感は ST1，ST_Late と相関が強い．そ
れに対し，四隅の演奏感は RT と相関が強い．３．実測
の考察の中で述べたように，ST を計算する際の直接音
(0~10ms)の定義の範囲の中に初期反射音が含まれてし
まい，相対的に初期反射音エネルギーが小さく評価され
てしまっている可能性がある．四隅において ST と演奏
感の相関がないのは，演奏者がその差異を感じ取って評
価しているためだと考えられる．演奏者の感覚の鋭さが
伺えた． 
 
 
 
RT30 と音場の好悪 
 
ST_Late と音場の好悪 
 
図 4 RT30，ST_Late と音場の好悪 
 
 
 
y = 0.147x + 7.8532 
R² = 0.7298 
 
y = 7.5203x + 1.2931 
R² = 0.7511 
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図 5 RT30 と ST1 の相関図 
中央付近                       
 
四隅 
 
図 6 位置による指標と演奏感の関係 
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５． 結論 
これまで，個人・パート練習用の音楽練習室を対象と
した音響特性の分析に関する研究はほとんど行われて
こなかった．本研究では，法政大学に付置された練習室
5 室を対象に実測・分析を行い，音響指標 EDT，RT30，
C80，ST1，ST_Late を用いることで練習室の音場特性
を表せることを明らかにした．これは，今後の練習室の
音響特性を研究する際の着眼点として，また，比較検討
の材料として活用できるだろう． 
またその中でも，音響指標 RT，ST1，ST_Late が演奏
感に影響を与えることがわかった．指標と演奏感の間に
は位置によって傾向が見られ，室中央付近の演奏感は
ST1，ST_Late とよく対応し，四隅の演奏感は RT とよ
く対応することがわかった．「練習室における演奏感」
と指標の関わりは今後も追求していくべき重要な研究
であるが，その第一歩を切り開いたと言える．
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